
1983.11

愛鳥教育研究 会



教育と自然保護の間で
(財)日本鳥類保護連盟

松田道生

この間、古い新聞の切りぬきを整理していたら、世田谷

区が巣箱架けを奨励したところ、地元の保護団体がかみつ

いたという話が載っていた。

新聞は読売で、昭和50年5月28日、8年前になる。都内

版ではあるが8段のあつかいで結構大きな記事だ。きっか

かけは、環境週間のイベントに、世田谷区の健康都市推進

課が、学校改築で出た廃材で巣箱を作らせようとしたら、

｢世田谷区民の森運動｣を進めている自然保護団体からクレ

ームがついたというもの。

保護側の意見は「巣箱架けは時代遅れだ。自然に繁殖で

きる自然環境作りが先決｣。区は「巣箱作りで自然観察など

の教育効果も上がっている」と述べ、最後に私のコメント

で「巣箱作りは第一歩。今後の計画に注目したい」とむす

ばれている。

8年前のことなので、どういういきさつで私がコメント

を述べたか記憶はさだかでないが、ここ8年で世田谷区の

愛鳥活動が飛躍的にのびたことは事実である。

さて、この論争の主旨は､教育効果を目的とし､自然保護

を手段としている区と、自然保護を目的としている保護団

体との意見の相違にあるといえるだろう。当会でも、巣箱

架けは是か非かという議‘論が時々されるが、最近では教育

効果、特に‘情操教育に有効であるという一言であまり問題

にならなくなった。世田谷区にしても上のコメントにある

ように教育にポイントを置いている限り、有効な手段であ

ると思っていた｡その結果､二子玉川小学校や船橋小学校な

どの愛鳥モデル校が誕生したと言えるだろう。

しかし、教育か自然保護か、の問題は今後も出てくるだ

ろう。たとえば、巣箱コンクールなどで烏が入るか入らな

いかのみで評価し、子供の努力を見ないことに対しての先

生方の不満を聞いたことがある。愛鳥週間ポスターコンク

ールでも、烏の絵が間I違っていないかという論議はされる

が、子供が子供なりにとらえた鳥のイメージはあまり議論

されないのは残念である。

ここで、教育か自然保護か、の結論は言えないし、言う

べきではない。教育が充実してこそ自然保護がなりたつし

自然の無い中での教育はありえない。ただ、今やっている

活動が、どこに重さを置いているか、指導者には自覚が必

要であることだけは確かだ。
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御岳山研修会

愛鳥教育研究会も発足して4年目、なんとかや

らなくてはならないことがわか')、やるべきこと

もわかってきたようです。さて、今年も東京の御

岳山で第11回目の夏季研修会が8月11．12日の2

日間開かれました。

御岳山での研修会は今年で3回目。会場の御岳

山ビジターセンターも、宿のうつぼ屋さんも顔な

じみにな^ました。

参加者は34人。遠くは、京都、愛知からの先生

方。また静岡からは、県野鳥愛護協会の幹部5人

に参加していただきました。また地元の多摩地区

の学校からも、多くの先生方に参加していただき

±lナ諺
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さて、8月11日、第1日目は、開会と同時にす

ぐ勉強です。まず明早朝の探烏会をひかえて、連

盟の松田が、御岳山の烏についてスライドをまじ

えての予習で隠す。

次に、愛知県の西浦中学校の渥美守久先生より

以前おられた形原北小学校での愛鳥活動について

発表していただきました。形原北小学校は、昨年

度の全国鳥獣保護実績発表大会で環境庁長官賞を

受賞した学校で、渥美先生は6年間活動されてこ

られました。

形原北小学校では、5年生が国語で「大造じい

さんとガン」を学習中、近くの養魚場にカモを見

に行ったことがきっかけで野鳥クラブが発足しま

した。

また、造成中の校庭にヒバリが巣を作')、野鳥

クラブがそれを守ったことから、全校に愛鳥のム

ードが広がっていきました｡そして､校庭の一角に

「形原の森」というミニサンクチュアリーを作I

実のなる木を植え鳥を呼びました。サンクチュア

リーの中においた餌台のまわりに落ちているふん

から、植物の種子を捜し、烏が何を食べているか

調べました。また、種子だけではわからないもの

は発芽させて調べるなどきめの細かい調査もして

います。

このような活動の中から、子供たちは自然に興

味を持ち、自然を大切にする気持ちが一人一人に

根付いたといわれました。渥美先生の素晴らしい

活動は、先生ご自身が強い信念に基づいて活動さ

れていることに起因している、ということが参加

者一同よ〈わかりました。

夜は、夕食の後自己紹介を兼ねて愛鳥教育や研

究会などについて意見をぶつけあいました。

翌12日は、4時に起床して御岳山周辺の探烏に

出発しました。出発した時はまだまっ暗だった空

が、しばらく歩くと白々と明けてきました。それ

とともに、野鳥たちの声もよく聞こえてきました。

8月も中旬ですからあまり野鳥は期待していませ

んでしたが、短い時間に30種余')の鳥を記録し、

中でもアオバトは数羽で群れ、皆の目を楽しませ

てくれました。

2日目の講演は、日本鳥類保護連盟の中坪礼治

専務理事よ')、野外観察の考え方について自身の

体験をまじえながら話があ'）ました。物の見方が

つい先入観念にとらわれ、真実を見失う可能性が

あ')、特に証拠の残らない野外観察の場合は、充

分注意しないとならないという主旨でした。その

後、中坪専務理事の制作した「尾瀬の四季」を上

映しました。

次に愛烏教育の問題についてディスカッション

に入>)ました。たっぷり時間をとったつもりでし

たが、討論に熱が入'）、けつきよく皆の乗るケー

ブルカーを1本遅らせることになりました。

ディスカッションは、昨夜の自己紹介や渥美先

生の発表の中て､問題提起されたことを中心に、愛

鳥教育の今後の進め方について話し合いました。

短い時間でしたが、集まる顔ぶれもなじみとな

'I、集まるたびにひとつひとつ問題が解決してい

くようにな')ました。今後ともよi)いっそうの発

展を祈ってやみません。
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愛鳥教育をどのように
すすめてきたか

愛知県蒲郡市立西浦中学校

渥美守久

はじめに

昭和50年より7年間、前任校で､ある蒲郡市立形

原北小学校での愛烏指導に取りくんだ実践をふり

返り、説明の背景になることを三つ述べておきた

いと思います。

愛烏指導の動機は14年前、西浦小での宿直勤務

の朝、校庭を散歩するキジの姿に魅せられた時で

す。このような自然に子どもたちは気づかずにい

るばかりか、丘から眺める美しい海岸の風景に感

じ入っているのは私ばかりであ')ました。「見ろ、

日本一のいい景色だ」と機会をつくっては海に眼

を向けさせたのですが、理解に結びつくことはあ

りませんでした。

この時、今の子どもたちのおかれている生活が

野外から遠ざかってしまったことに気がつきまし

た。自然に親しむことを教えられるで､もなく育っ

ている子どもたち。何とかしなくてはと強く心が

動き始めたので､す。

今や親子で野山を歩くなど考えつくことさえな

い働く町です。水産業、ロープ、観光などを中心

とした町ですから、したがって、ほとんどの家庭は

共働きで､す。テレビや通塾で拘束しておくことが

親にとって一番安心して働くことができるわけで

す。

このような実態があって、郷土を教え自然と親

しませるには、まず学校でやるしか方法がないこ

とがわかってきたのです。

一方、個人的にも野烏に深く興味が向いてお')

ました。伊良湖畔での秋の野烏の渡')はよく報道

され有名ですが、まるで野烏はすべてここを通り

南下するかのような報道にひとつの疑問が湧いて

きました。秋の渡りの季節に入ると学校の教室の

窓に激突した落烏を見つけることがよくあ')まし

た。ノゴマ、シロハラ、トラヅグミ、キビタキ、

ムシクイの仲間など、毎年かなりの種におよんで

いました。ヒヨドリの大群も次々と渡るなど、自

分なりにひとつの仮説をもって野烏を観察するよ

うになったのです。

地形からして、静岡以東の太平洋側や赤石山系

の野烏は渥美半島コース。木曾山系の野鳥は鳳来

寺山など奥三河から私たちの住む三ヶ根山をへて

知多半島先端から伊勢に集まり、ここで伊良湖岬

からの野鳥と合流し、大台ヶ原から紀伊山地をへ

て、四国山地へと南下するのではないだろうかと

考えました。

この時期、山頂からの観察では、北東から南西

方向に渡る場合がほとんどで､、サシバは伊良湖岬

にはとてもおよばないが、ヒヨドリは次々に峰か

ら峰を渡')ます。このような現象は数量のちがい

はあれ、どこの地域でも観察できるのではないで、

しようか。

最近は、テレビなどで､報道されると特定の地域

だけクローズアップされて、マニアが殺到する異

常な現象さえ見られます。自分の周辺を見おとし

て、安易な情報にむらがる、烏だけを追い求める

マニアの姿は、愛鳥教育とどの点で結ばれ、どこ

がちがうのでしょうか。愛鳥教育は野鳥や自然を

手がか')として豊かな人間性を子どもたちに育て

たい願いがあ')、その先の望みとして、自然や野

鳥のことを心配し、大切にできる大人がより多く

増えることを期待するものでしょう。

こうした野烏に対する気持ちが生かされる場が

形原北小へ転任したときにありました。こつこつ

学級から始めた愛烏活動が野烏クラブを生み､｢広

げよう愛鳥の輪を｣をテーマに、一貫して取り組む

ことができました。気楽に始めた出発で､したので、

生み出す苦しみは楽しさでもあ')ました。本校独

自の愛鳥活動が展開できたのも、現顧門の鈴木武

一先生が加わりいっそう活動が充実したからで､す。

7年連続県知事賞をいただく結果になったことな

ど不思議でさえあ')ました。また中央に出て、環

境庁自然保護局長賞と環境庁長官賞をもいただき

ました。私たちの愛鳥の方法や訴えなどが、国民

皆が心配や関心をもっていることに結びついたと

ころに、評価された点があったのかも知れません。
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現在も地道に活動が継続されてお;ます°

もともと、その出発が賞を目あての活動や愛鳥

モテ､ル校の指定を受けたからしかたなくやったの

ではなかったので､、淡々とやってこれたので､しよ

うか。愛烏教育は何か大きな賞をもらったら、そ

れで終止符を打つとかいう性格のものではあ'）ま

せん。愛鳥自然愛護の思想を広く教育の中に定着

し､広め､発展させなくてはならない永遠の教育的

課題です。特に欧米に遅れをとっている教育の分

野であ)ます。

愛鳥教育研究会の発足に名を連ねた’人として

昭和56年の発足総会（山階鳥類研究所）で提案さ

せていただいた当時の内容を含め、今回御岳山夏

期研修会で､の発表の概要を年度に沿って説明しま

す。細かい諸活動は紙面の都合で充分説明できな

いのをお許しください。

運動場に植えた芝生の中のクローバーの根元に

ヒバリが巣をつく0、連動中の野鳥クラブ員が見

つけ大さわぎとな*)ました。ロープ・を張り、保護

区の標識を立てみんなに知らせました。

こうした機会を愛鳥活動の有力なきっかけとし

ました。野鳥クラブだけの独占をさけて、学校全

体の問題としてとらえさせ「ヒバリを守る運動」

をテーマにした臨時の児童会も開かれるなど児童

への関心を高めていきました。

時を同じくして、自然破壊への社会的関心が高

まっている時でもあって、ヒバリを守る子どもた

ちの活動は明るい話題としてマスコミが報道する

と、地域が関心を高める結果になり、愛鳥活動を

いい加減にやれなくなってきました。同時に子ど

もたちのやる気を力づけてくれました。

昭和52年

●愛鳥の集い

愛鳥週間を何とかして身近なものにするために

野鳥クラブ主催で、長時間放課を利用して「愛鳥

の集い」を開き活動させてみました。この期は指

導要領の改訂告示もあI)、｢ゆとりと充実」「豊か

な人間性」を主眼にした中教審の答申など、教育

課程の見直しの時期でもあ')ました｡以後､｢集い」

は児童会主催へと発展し、愛鳥週間の重要な学校

行事として位置づけられ、今日に至っています。

●探烏会での失敗

フクロウの巣が発見され、野鳥クラブの観察の

楽しみが増えましたが、約束が守れずクラブ以外

の子に巣がのぞかれるようになり、ふ化が失敗に

終わったにがい経験から、それ以後は野鳥の巣は

絶対にのぞき見しないで、離れて観察する方法に

変えました。そのことから双!1R鏡や野烏の図鑑を

学校やPTAの方々に買っていただく機会につな

がっていきました。

●県大会初参加と「私たちの自然」

現在、楽しみにしている連州の雑誌､｢私たちの

愛鳥指導の経緯

昭和50年

●国語の学習「大造じいさんとがん」の学習理解

を深めるため近くの養魚場へ鴨の群れを観察に子

どもたちを野外につれ出した。この時の感動が、

野鳥クラブを生むきっかけとなっていきました。

昭和51年

●野鳥クラブ誕生。毎週1回のクラブ活動で出発

しました。

●自然に恵まれた学校環境

三河湾の観光都市蒲郡の西､海山に囲まれ､田畑

を埋め立てたところにできた新設Ill年の学校(20

学級規棋)｡海や山へ1km以内の環境なので山Mfの

烏、海の鳥など種類も多く、探烏会や定点での観

察と累績すると140種ほどの野鳥が確認できまし

た。「蒲郡の野鳥」としてまとめてあります。

●ヒバリの観察

探烏会などを通し、子どもたちに目然が見えて

くると、いろいろな発見が生まれるもので､す。

－6－



自然」が、当時、学校にも欲しいものだと思い日

本鳥類保護連盟に問い合わせたところ、愛鳥モテ

ル校にだけ贈呈しているとのこと。各県の自然保

護課（農務課）に聞いてみてほしいとの返事でし

た。愛鳥活動の主旨を理解したからと、わざわざ

1冊を毎月贈呈してくれました。

一方、県の方では愛鳥モデル校には割当てがあ

って、すぐには無理だとのことでしたが、県で鳥

獣保護実績発表大会があるので､ぜひ参加してみな

いか、との誘いを'受けました。雑誌欲しさのあま

りに、恐る恐る参加することになってしまったの

が、案の定、相手は皆、山の中の分校とか、予想

もしないほど小規棋な学校ばかりで､した。と禄の学

校も巣箱のことが内容の大部分を占めていたので

-す
′O

都市化の進んでいる学校からは場違いだったの

かと言う心配をしながらの初参加とな'）ました。

この時、自然が失われ、変化している町でこそ愛

鳥活動の大切さを訴えてみました。当時はまだ林

野庁主催の色彩か淡かっただけに、初参ｶIで1，雛Ⅱ

事賞をいただきびっ〈’）してしまいました。

この後2年たって愛鳥モデル枝の指定をいただ

き、月2冊の雑誌が当時送られるようになったの

です，

昭和53年

愛鳥活動が高まる+で、学校の中でのh恥肋をI虫

げる細かい計pillを立てていきました。中でも愛烏

活動学年別目標や、PTAの奉仕作業による「愛

鳥の森」構想、PTA親子の探烏会の実施、児童

会主催の夏冬の探烏会、そして傷ついた野鳥の保

護、さらには野鳥からほかの自然にもllRをlhlけて

野山に自生する実のなる木の調査など活動が広く

深く立体的になっていきました。

昭和54年

●中ノIll自然学課計画の推進

自然観察や野鳥の観察のほか 各教科で地域に

眼を向け、野外に出て学習し全職員で問題解決、

学習の研究を進めました。

これは野鳥クラブの調査活動が、地域の自然の

豊かさの紹介につながり、地域教材の大切さに気

づくようになったことが要因となりました。

この学習の堆本的な活動として次のように考え

±｜ナ”
一し'.－つ

●地域の自然や文化にふれる中で問題を見つけ解

決して行く活動

理科をはじめ、社会科の学習で､も地域の歴史か

ら中央史との関連を学び、冬の持久走は連動場か

ら出てIll道を走ったり山野を版渉します。図工な

ども山や森の!''から主題を決めたり教材を求めも

します。全教科祇域でどれだけ地域の自然や文化

を生かせるか、教室から出て現地で実物にふれた

感動を、子どもたちが生きた学習につなげ、問題

を解決していくための研究を3年にわたり害践し

ました。このことをすすめる中で､数師が地域の実

態を理解していないことが表面化しました。子とﾞ

ものおどろきや卜Iｨ:びは教師のおどろきで､もありま

す．理科教育としての探烏会や四季の,,I然観察の

ほか史跡探訪などへ発展しました。

さらに実践を枝みあげる中での資料作りや野外

の学習コースの設定など先生方が野外へ出やすい

よう努めました。

●学校緑化と形北愛鳥の森

開校以来、赤秋の花1Wには力を注いでいました

ので平面的な美側はととのっていましたが、校庭

に大きな樹木がなく殺風景な感じがありました。

PTAの協力によって、10アールほどのI当I然林ふ

うの森にして野鳥の好む実のなる木などを卜[Hえ込

みました。約6()枕の樹木を柿え、山の落葉を根元

に敷きつめてみました。この森は低学年の子たち

の生きた学課の場として配慮してみました。

＊子どもたちが災まる森

＊課題を見つけ解決していく森

*1^1然の大切さに気づく森

学校緑化といえば、木を何本柚えたかと言う、
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数量で､のとらえ方がひとつにはありますが、私た

ちは子どもたちにどう役立つ森(緑化)であるかを

課題とした質の追求をしました。ともすると、自

慢の松や岩石が外来者の感心をかうだけのものに

なって、子と・もの立ち入ることを許さない大人の

美観の対象としての校内緑化が以外と多いことを

反省材料として、生かしたかったのです。

この森は花や実が年中見られるようにして季節

感を大切に考えてあります。常緑樹に混ぜて落葉

樹が約半数ですから早春から新緑、紅葉、落葉へ

の変化や、冬の明るい森の下草には冬越しするい

ろいろな野草や虫の仲間が、教材として生きてい

ます。秋口、勢いをつけるセイタカアワダチソウ、

アレチノギク、ボロギクなどは適当に力をおさえ

るだけにして、多くの野草(雑草と呼ばれるもの）

が発芽から花や種子になるまで大切にされている

聖域であります。

冬にはピンカンサ、クロガネモチなどの実を食

べに集まる野鳥を1日中、至近距離から観察し、

メジロ、ウグイス、スズメ、シロハラ、ツグミ、

カワラヒワ、ヒヨドリ、キジバト、モズなどを近

くの理科室に常時用意された双眼鏡や望遠鏡で視

野にとらえては、生態観察で子どもたちの感動が

伝わってくるのです。観察カードへの記録は楽し

い学習へと進んでいきました。

昭和55年

●ヒヨドリの糞に見られる植物との関係

この愛鳥の森では冬期給餌活動も行われ、熟れ

た柿やミカンのほか、こく類を毎日当番を決めて

与えました。森にくるいろいろな野鳥の中でもヒ

ヨドリの食欲はl圧盛でほかの烏にチャンスを与え

ないほどで､す。1カ所に陣取って食べながら糞を

しますので､、糞の掃|宗はクラブ員の日課でもあI]

ます。

ままた森ができて2年、植えたこともない木があ

ちこちに見られるようになって、この不思議な現

象に子どもたちは疑問を感じるようになってきま

，‐蕊塞

準

＝ ニー
した。野鳥とほかの自然の関係を追求するきっか

けが生まれたのです。

野鳥クラブの研究

①発見……形北の森に植えない木が生えてきた。

ビア蓮『彰鰯ｼ歴ﾅﾝﾃ？
②予想……野鳥が種子を運ぶのではないか。

にKi)co蓋の中に種子みたい…がi
③給餌台のヒヨドリの糞の中を調べよう。

周辺の野山で採集しておいた木の実35種と糞か

ら出てきた種子を比較して、ヒヨドリが何の実を

食べたかをつきとめることにしました。

サルトリイバラ、ツルウメモドキ、ナンテン、セ

ンタ､ン、マンリョウ、センリョウ、マユミ、セツ

ケ、ヒカサキ、ネズミモチ、クロガネモチ、ピラ

カンサ、そのほか不明の種が8種確認たれました‐

このことから予想通りの結果か確かめられまし

た。

に皐鯛讃鮒職騨霊
野鳥と親しんでいるうちに、植物とのつながI）

がわかり、森は一層子どもたちの教室となってい

きました。

昭和56年

ヒヨドリの糞から採集した種子を土にまくこと

にしました。発芽の条件をいろいろ考えて研究的

に取0組みましたが、土質や深さなどむずかしい

研究でした。ツケ、ヒサカキ、センリョウなどが

双葉を出したことで､一応の成功をおさめました。

また、3年生の理科の観察にある、サクラのつぼ

みは学校の森に生えるヤマナラシの大型の冬芽で

一層理解を深めることもでき、自然を大切にした

愛鳥の森は野鳥といろいろな植物や虫、そして小

動物との広い関連を発見する学習の森になったの

です。
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まとめ

愛鳥活動は野鳥クラブを中核として児童会、学

習の中へ、そしてPTAや地域へと広げることが

できましたが、その活動を支えてくれた学校体制

の理解と協力があったからこそ継続する力が生ま

れたと言えます。

巣箱を架けなければ愛鳥活動はできない、と心

配した出発でありましたが、私たちなりの学校環

境の中でできることから始め、ねばり強く、子ど

もの感動や意欲をつなげることに指導の眼を向け、

子どもたちが目を輝かせるたびに教師の喜びが創

意につなげてこれたのでした。

スズメやツバメからでも、子どもたちにやさし

さを育てることや小さな生命の大切さに気づく愛

の教育が始められると思います。特別大げさな活

動でなく、日常の生活にいくらでもころがってい

るかが大事なところだと思います。小さな愛鳥活

動が日常的習‘慣として広がることが、愛烏教育の

ひとつの方向でもあると』思います。

8月12日早朝探鳥会で記録された烏

コジュケイ、キジバト、アオバト、ヨタカ、ア

オケラ、コケラ、ツバメ、イワツバメ、キセキレ

イ、ヒヨドリ、ミソサザイ、トラツグミ、クロツ

グミ、ウグイス、キクイタダキ、エナガ、ヒガラ、

シジュウカラ、コジュウカラ、メジロ，ホオジロ、

イカル、カケス、ノ､シブトガラス。、

灘凝鮒瞳鮒瞳灘鋸痩第11回御岳山研修会参加者〔順不同〕

福田教将（五日市町立増戸小学校）

渥美守久（蒲郡市立西浦中学校）

須藤好清（群馬県立小根山森林公園）

渡辺研造（静岡野烏愛護協会）

片瀬実（〃〃）

久保田顕弘（〃〃）

阿部英雄（日本野烏の会富士宮支部）

和田博幸（清水市立西河内小学校）

山田昭彦（豊田市立滝脇小学校）

平田嘉之（〃〃）

大橋一成（日光市立中宮洞小学校）

平田寛之（伊勢原市立高部屋小学校）

福田博吉（枚方市立磯島小学校）

栗原仁（福生市立第4小学校）

宮沢営則（羽村町立東小学校）

山本曜（東大和市立第2小学校）
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西村桂子（福生市立第5小学校）

西谷司江（〃〃）

松本千鶴子（越谷市立南越谷小学校）

高城務（宮城県柴田郡大河原中学校）

大日向政子（日本烏類保護連盟会員）

角田節子（世田谷区立八幡小学校）

小野寺ふみ子（〃〃）

杉村千恵子（世田谷区立船橋小学校）

梅本登（五日市町立戸倉小学校）

中込卓男（〃〃）

下田澄子（愛鳥教育研究会常任理事）

田村活三（愛鳥教育研究会会長）

中坪礼治（日本烏類保護連盟専務理事）

松田道生（日本鳥類保護連盟事務局）

斉藤一紀（〃〃）

手代木大助（〃〃）



烏との接し方
(財)日本鳥類保護連盟専務理事

中坪礼治

第3の道を歩んできました

今日この夏季研修会で、どのようなお話をした

ら良いのかずっと考えていました。下田先生にお

伺いしたところ、烏についての話がいい、という

ことでしたので、私の自己紹介も兼ねてお話しい

たします。

私は小学校2年生の時に父親を亡くしました。

当時の私はそのことに関して、寂しさを覚えた記

憶はありません。中等学校を出たくらいの時に、

「親父がいたらなあ」と思ったくらいのことです《

その頃、姉がある一冊の本を持っていました。

その中にハチが巣を作るところの話が載っていた

んです。私はそれを全部、ただ単に紙に写して、

担任の先生の机の上に置いておいたんです。そう

したら、何かの折にクラスの全員が怒られた時、

自分だけがほめられたんですね。格好良かつたで

すね。そんなこともあって、昆虫のことが書いて

ある記事は何でも読みあさり、虫博士になったわ

けです。

中学校は商業学校へ行ったんですが、奇しくも

山階鳥類研究所の数百メートル先のところにあり

ました。その学校には昆虫クラブがあり、すぐ入

会しました。小学校時代から絵が自慢でして、昆

虫の絵を描いては廊下にベタベタと貼ったんです‘

そうしたらまた先生にほめられたんですね。会員

の中ではちょっといい顔になったわけです。

3年生の時、先輩から「鳥墨歳時記」（中西‘悟

堂）を貸してもらったんです。虫のところを読み

そのついでに烏のところも読みました。そこで，

ああ、烏っておもしろいもんだな、と感じて、そ

のまま鳥の世界に入ってしまったんです。非常に

動機はハツキリしているんです。

1年たって東京の井の頭公園へ行きました。そ

の時、今でもよく覚えていますが、シジュウカラ

など6種類の烏がわかりました。当時は6種類わ

かっただけでも鬼の首をとったようでした。

3年ほどたって、終戦です。また学校へ行き直

ました。烏が好きだった、ということが縁で現在

の東京農工大学へ入ったんです。そこには当時の

昆虫学会の会長の石井悌先生がおられました。そ

れ以前は内田清之助先生がおられたんです。

大学で野鳥研究会を始め、会員を募集しました

会長には石井先生になっていただき、後輩には柴

田敏隆さん、岡田泰明さん、百武充さん、他には

環境庁にも何人かいらっしゃいます。

昭和21年早春、東秋留の中西先生の疎開先へ伺

い、戦後初の野鳥の会の例会を開くことを打ち合

わせました。葉書を120枚刷り、出したところ、

下村兼史さん、籾山徳太郎さん、Dr.オースチン

を始めとする40人ほどの方が参加されました｡、

何年かたって、事‘情により野鳥の会を離れ、そ

の間にNHKに入社しました。そこで「自然のア

ルバム」などの番組をやっていたんです。私はそ

の仕事を通じて、第3の道で皆さんよりずっと烏

に親しんできました。というのは、毎日誰かがロ

ケに出ていて、烏を撮ってくるんです。鳥は大き

さ、明るさ、速さなどがほどほどで、撮影に都合

がいいんですね。昆虫を撮ってこい、と言っても

烏を撮ってくるんです。そして撮ってきたものを

編集室で見るんですね。考え方では、毎日がバー

ドウォッチングだったわけです。このことは自分

にとって幸せでした。

時には疑いの目を持つのもいい

ところで皆さんは図鑑や探鳥の集まりの中で，

欲求不満みたいなものを感じないでしょうか。弱

はすぐ持つんですね。何しろ、野外観察には間道

いがないんですから…。絶対正確なんです。間這

いである証拠がないんですからね。

例えば、カスミ網を張ると普通では考えられな

いような烏がつかまりますが、野外観察の場で1コ

見たことがありません。普通ならいませんから、

何かに置き換わっているんです。考えようによっ
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てはそれでもいいんですが、私は第3の道を歩ん

できたのでそこのところがかなり冷たく見れるん

ですね。

バードウォッチャーは何が目的なのか知りたか

った時がありました。日常のいろいろな趣味の中

で鳥だけ対象として触われない、という不満感が

あるのになぜ烏を見に行くのだろうか、と思った

んですね。結局最終的には人を教える楽しみなん

ですね。教えることはある意味では楽しいことな

のでしょうからね。

私は初心者が順を追って覚えることを、自分で

確認もしないで、その都度本を読んだり、スタッ

フの言うことを聞いたり、フイルムをあさったり

と、違う分野の烏の道を歩いてきたので、いろい

ろなことを解釈するのに違った見方をするんです。

だから、いけないとは思いながらも探烏会などに

は容易に溶け込めないんです。

例えば、私の常識では8月12日の御岳山にはこ

こで繁殖した烏の半分くらいはいたくなっていま

す。そもそもこんな時期にバードウォッチングは

やりません。この頃は、夏烏たちは渡去の態勢に

入っているんです。あと2週間もたつと宗谷海峡

を越えてツグミがやってきます。そして10月の初

旬に冬烏の渡り終わっちゃうんです。8月のこの

頃は日本列島が動き始める頃です。こんな時期で

も山の中でバードウォッチングをやろうとしてい

る、この感覚が違うんです。

渡り鳥がどうやって南へ渡っていくとか、とい

う話になると、皆さんはきっと太陽や月や星をコ

ンパスにして渡る、とお考えになることでしょう。

これはたった1回の実験結果が現代のこの'情報の

時代で広がってしまい、常識になってしまったん

です。ツグミが夜渡るのに月や星が必要と言うけ

れども、私はおかしいと思うんです。小鳥は夜で

も目が見えるのではないかと思います。この前提

に立つと夜の天体は必要ないんですね。

何とか自分の仲間を増やしたいと,思い、九州で

ヘリコプターを使ってサシバが渡るところを追い

かけてみました。これは烏を追いかけるのが目的

ではなく、サシバの飛ぶ高さと、その高さではど

こまで見えるかを知りたかったんです。

サシバは輪をかいて上昇気流にのり、高度を増

していって綿雲の中に入るんです。そして1400～

1500m<らいのところを出たり入ったりしながら

海上へ出ます。そこで向こうに島が見えないと戻

ってくるんです。1回に渡る数を勘定すると3000

～4000羽くらいになるんですが、そのくらいの数

はまた戻ってきちゃうんですね。戻ってくるのを

数に入れないと、九州南端を通過するサシバは何

万羽にもなってしまうんです。とても滅びゆく烏

なんかではなくなってしまうわけです。

愛知県の伊良湖岬では10000羽以上のサシバが

渡るとされています｡ところが伊良湖岬より上(北）

でサシバがいるのは10県ぐらいしかないんです。

そうなると1県に1000羽以上のサシバがいること

になりますが、そんなにいるわけがないんです。

どこかで観測が間違っているんです。

このように野外観察には間違いがないんです。

間違いを訂正する機会がないから常に正しいわけ

です。こういうことは知っておけばいいことで、

野外観察をやめるとかいうことではないんです。

やっていることはそういうことなのであって、大

自然に対して完全な科学を……ということではな

いんです。烏が大空を軽やかに飛ぶがごとく、私

たちも軽やかに烏に対して接している、というこ

となんです。

さて、サシバは見えなければ飛ばないのだから

ツルも同様だろう、ということで出水のツルが帰

ってくるのを待ち伏せして追いかけたんです。本

当に平戸からは上空500～600mで対馬まで見える

んですね。実際ツルはその高さを飛んでいます。

平戸で聞いたりしてみると、ツルは夜も飛ぶんで

すね。夜もよく見えるんです。生活をやめている
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だけで、見えるから鳴いたり、空腹な時は餌を食

べるんです。ツルの群れが夜中でもいっせいに鳴

いたりするんです。鳴くだけではなく、小麦をつ

まんで食でたりもしているんですね。あんな小さ

な小麦が食べられるのだから非常に目がいいとい

うことになるんです。

それだけ目がいいのだから、月や星に頼ること

はない、というのが私の自論なんです。コヨシキ

リやノビタキは5月頃には真暗なうちから鳴いて

います。ヤブサメは真夜中もずっと鳴いています‘

夜中でも見えるのだろうと思います。かえって星

などは見えないのではないだろうか、という考え

もたまには持っていいのではないだろうかと思う

んです。

というのも、現代は情報の時代です。何かユニ

ークな実験をすると、それがもともと大したもの

でなくても、アッという間に世間に広がってしま

うんです。それを否定するには、対抗できる強力

な実験をしないとだめなんです。

渡り鳥が日本海を越えてやってくる渡りのコー

スがありますね。これはおそらく誰も調べてはい

ないのに、大正時代だったかに誰かが書いてしま

ったんです。以後、何を見てもそう書いてあるん

です。なぜでしょうか？これだけ書いておけば

もれたコースがない、ということなんです。だい

たい、渡りは今バンデイングなどをして調べてい

る最中なんですから…。

例えば、インプリンティング（すりこみ）を映

画に撮ろうと思うと大変なんです。そうならない

んですから。しかし、そうならないと受け入れて

もらえないんです。間違いなんです。ノーベル賞

をもらったインプリンティングの説は絶対なんで

す。そういった既成の事実に合わせるために努力

するんです。でも本当はこれではダメなんです。

いつの日か、嘘をついているわけではないけれ

ども、事実に合わせるとそうなってしまうんだ、

ということをわかってほしいんです。

将来ビデオカメラを手にとり、烏を撮影するよ

うになったらふたつのことがわかります。ひとつ

は、昔やっていた連中は嘘ばっかりついていたと

いうこと。もうひとつは、昔と同じようにやろう

とする苦労をするということです。

私は映像や音の世界の裏側を見ながら罪深い進

を歩いています。でも時々は、烏を中立ちにして

自然を楽しんだり、世界が広がったということを

感じます。そして、そういうことには私も充分に

お役に立てた、と思いますし、これからもお役に

立ちたい、と思っています」
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御岳山研修会･意見交換会から
五日市町立戸倉小学校

梅本登

1恋粥a会のようす（司会村口末弘先生）

懇親会は、8月11日夕食後、34名の参加を得て

開かれた。翌朝4時起床で探烏会を行うというこ

とで、時間を9時までと限った。短い中で、自己

紹介を兼ね、今、活動していること、悩んで､いる

こと、考えていることなどをそれぞれの方に話し

ていただいた。短時間の発表､また､不充分な私の

記録のため、充分意を尽くせませんが、主なもの

を紹介し、研究会全体を知るための手がかりとし

ていただければ幸いです。

●栗原仁先生（東京・福生第4'j､学校）

福生5小から同じ市内の福生4小へ転勤した。

そこで、まず科学クラブを作り、自然観察を半分

計画し、子どもとともに活動している。野烏につ

いては、イワツバメの生息状況が変わってきてい

るようすなので調べている。本市は、多摩川沿い

の市街地であるが、2～3年前から大きなストア

の建物や、鉄筋3階建ての小学校にも営巣し始め

ている｡(※栗原先生は、福生5小で愛鳥活動を広

められ、実績を積まれた。56年8月の本研修会で

活動記録を発表｡）

●宮沢常則先生（東京・羽村東小学校）

栗原先生と同じ福生5小から転勤してきたが､

子どもたちが、バードウイークさえ知らない実情。

そういう中で、徐々に鳥のことを広めていきたい．

（※なお、福生5小からは、西谷先生、安永先生

西村先生、転勤された山本先生の参加があ')まし

た｡）

●角田節子先生（世田谷・八幡小学校）

愛鳥モデル校2年目、世田谷区の住宅地域で、

愛鳥活動を進めるのに迷うような所。愛烏活動は

先生が好きになることが大切だと,思う。（※同校

からは小野寺先生も参加され、指導者の興味関心

を高めること、学校全体に広めることの難しさを

話しておられた｡)（愛鳥の主旨には賛同できても、

「烏より進学」の考えが、父母の間に根強くある。

梅本）

●大日向政子先生（産休補助教師）

退職後、産休補助で各学校を回る。その学校学

校で､子どもたちに烏のことを広めている｡子ども
たちに、烏との出会いの感激を与えたい。外に子

どもを連れ出すことによって、自然に触れさせた

い。

●高城務先生（宮城・大河原中学校）

伊豆沼という野鳥の生息地がある。しかし、自

然が豊富にあり、恵まれている人に愛鳥や自然保

護の意識が薄い。転勤した学校ごとにクラブを作

ったりして意識を高めている。本会に参加し、吸

収して帰')たい。本会が、早く文部省の認知を受

けられることを願っている。

●福田博吉先生（大阪・枚方市立磯島小学校）

愛鳥モデル校、淀川畔にあり、渡らないと言わ

れるムクドリが見られる。クラブを作りたいが、

10人未満なのでできない。動物や野鳥を愛する子

どもに非行など無いので･はないか。

●山田昭彦先生（愛知・豊田市立滝脇小学校）

地域ぐるみで愛鳥活動を進めている。滝脇小の

伝統となっている。学校で､は、ゆとりの時間、学

級指導の中で指導を進めている。(同校より、平田

嘉之先生も参加された｡）

●阿部英雄氏（静岡県野烏愛護協会、日本野鳥の

会支部長）野鳥愛護は、だれでもがやってほし

い。学校は学校で、家庭は家庭で、それぞれの立

場で､やれることをやっていってほしい。

●片瀬実氏（同

消防庁勤務、山小屋を経営｡｢人を信じれば、人

また我を信じ､烏を信じれば、烏また我を信じる」

「昔まくこの実、今の世に、今まくこの実、後の

世に」という言葉を信じ、活動している。（※静岡

から、渡辺研造氏、愛鳥モデル校の和田先生、愛

護林指定校の久保田先生が参加されました,）

以上、主な話を紹介させていただきました。こ

のほかにも、世田谷の杉村先生、埼玉県越谷の松

本先生など、多数の方から貴重なお話をいただき

ました。
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最後に、下田澄子常任理事から次のようなお話

をいただきました。

◆愛鳥活動は、理科の授業が本物でないといけな

いこと。従って、野鳥だけでなく、自然を総合的

に見ること。観察の方法も理科の手法と一致する

という立場で考えていくこと。

◆小さい時から親しむことが、成長してから身に

ついた活動の基となること、など。

なお、お忙しいところ、他の研究会から、夜か

けつけてくださった中坪礼治日本烏類保護連盟専

務理事からは､｢優秀な子どもがやるような雰囲気

にする」というお話をいただきました。

2意見交換会から（司会・梅本登）

意見交換会は、12日、中坪先生の講演の後、御

岳山ビジターセンターで開かれた。内容は、①本

研究会を開く場所、②愛鳥教育の活動や本会の目

的、③中坪先生の話、④機関誌について、などで

あった。

1研究会を開く場所について

本研究会は、夏季研修と冬季研修の2回を開い

ているが、いずれも東京近辺で開かれている。

愛烏教育の普及ということから、東京以外の地

で、持ち回りの形で開催することは可能かどうか

参加者の意見を伺った。

その結果、現状では、関東を中心に開いてもら

うことが良いのではないか、という意見が多かっ

た。地方で開けば、気軽に参加できる、という点

も見逃せない。東京周辺で開く場合、参加する人

が、出張扱いにならないので､大変であるという意

見が多い。この件については、今後の課題として

いく。

(2)愛鳥教育の活動内容や、本会の目的について。

本会の目的や、他団体との関わりなどについて

意見が述べられた。たとえば、◆他団体（例、野

鳥の会など）と目的が同じだとしたら、価値が無

い。◆子どもをひとつの組織に組み入れることが

大切である。◆だれでも参加できるような会にし

てほしい、などである。

これらについては、懇親会の席上で、静岡の方

が話されたように、愛烏思想を高め自然を愛する

ようにするには、その場その場の人が、できるこ

とをやっていく必要がある、ということにつきる。

従って、いろいろな団体と同じ目的で、同じこ

とをやるから無価値であるということはない。学

校は、より広く基礎を養う面から、また、他団体

は、社会教育、生涯教育と言われるような立場か

ら、広く取り組むことが、発展の基と考えられる。

次に、本会は、先進校の積み上げてきたものを

広く活動校に返していくように心がけてほしい、

という意見があった。これについては、機関誌や

研修会を通じて、さらに努力をしていきたい。そ

して、だれが手をつけても活動ができる、という

形にすることが大切だと考えている。その中心と

なるものは先進モデル校であI)、今後、モデル校

は何をすべきかについて考える必要がある。

(3)中坪先生のお話。

「先生方は、今、何をしたらよいのか迷っていら

っしゃる」と話された後、次のような提案をされ

た。

◆欧米のように、カリキュラムを組み自然保護の

教育を進める｡（自然は天然資源である）

◆愛烏モデル校と手をつなぎ、資料の提供ができ

るようにしたい｡（日本鳥類保護連盟と愛鳥教育研

究会との結びつき）

◆緑の追求を忘れないように心がけ、身近に自然

を置けるように。

中坪先生のお話のように、多くの人が、迷って

います。それだけに本会のしなければならないこ

とは多いので･す。短い時間の中て､述べられた貴重

なご意見の一部を紹介し、懇親会、意見交換会の

報告にかえさせていただきます。
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愛烏活動のヒント・3
(財)山階鳥類研究所資料室長

柴田敏隆

林縁効果

森のことを森林というと、何やらいかめしくな

るが、生態学的には陸上生態系の中で、一番複雑

で、生物的生産性に富んだところである。自然林

あるいは自然林的な森には、かならずマント群落

と袖群落が発達していて、豊かな林縁を構成して

いる。そして、ここは烏が多い。

どなたかのバードウォッチングガイドに「私は

草原と森とが接する部分をねらって歩く」という

のがあって、ああ！この人は生態学がわかってお

られる、と思いきや、「草原の烏を追いたてると

かならず、森のへりの木に止まるから観察しやす

い」とあって、ガクッときたことがあった。

ふたたび生態学を持ち出すと、森林のへ')には

林縁効果とか周縁効果とかいって、不‘思議な力が

あり、生物の種類も個体数も多いのである。要す

るに森林の中で、最も多彩で変化に富んだ部分が

林縁の部分である。従来の誤まった自然認識だと

大原生林の奥深〈には、もろもろの烏やけものが

人知れず生活している秘境があるかのように思わ

れがちであったが、そうで､はない。俗言に、「烏

は賢い、ヘビに襲われたとき、助けてもらおうと

思って人の歩く道の近くに巣を造る」というのが

あるが、これもそうで､はない。林縁効果のしから

しむるところなので､ある。

だから探烏の際もなるべく林縁を歩くようにす

るとよい。サンクチュアリーの中に、曲が')<ね

った道を作ったり、ところどころに広場を作るの

は、林緑の長さを増やし、林緑効果を高めるのに

効果的で．ある。

ある初夏に、深いガスに閉ざされた森の中を歩

いていたとき、ホオジロの声が聞こえた。「もう

じき森を出るで､しよう」と案内の人に言ったら、

初めて来たのになぜわかるのか、とひどく感心さ

れたことがある。ホオジロは、林縁を好んですむ

鳥だからなのである。

着眼のポイント

ある大学の博物館講座の実習に参加したときの

ことである。講師のS先生は、旅行中の見聞を細

大もらさず学生に記録させ、宿舎につくとそれを

問い正すのである。すなわち、「○駅から×駅ま

で､の間に、車窓から見えた看板の数は？水田の

^1)に立つ稲を掛けるハセの横木は何段あったか

？」など。その細かいこと。あま')に枝葉末節的

でないか。まるで･昔の軍隊の古参兵みたい、と,思

ったが、1週間もの実習旅行の終わりに、学生諸

君は、これらの質問に結構応じられるだけの観察

眼を身につけるようになっていた。

烏を望遠鏡などで観察した直後に、目の色は何

色だった？爪の色は？尾羽の両側は？など

と事細かに問い正してみると意外に答えられない

ものである。これは、情報を総合したものとして

把握していることもあり、いくつかの要素を全体

的に認識してはじめて、種の識別にいたるのだか

らかも知れない。

つま')、部分部分の特徴を聞かれてもわからな

いが、全体像ならばわかるというタイプである。

しかし、本当は、部分を明確に認識することが大

切で、そのためには、きめ細かな観察眼と、着眼

のポイントを瞬時に判別する力を養うトレーニン

グを、絶えず続けることが大切で､ある。二人一組

になって、同時に3分間、同じ対象を観察し、そ

の後一人は対象に背を向け、対象を見続け得るも

う一人が、何が見えたかを質問するやり方は、ケ

ーム化してチームで､点数を競い合うこともでき、

しかも、鋭い観察眼を養うのに極めて効果的であ

る。

ベテランドライバーの視線は、絶えず前方を横

随円形になめまわすように動いて、まんべんなく

情報を拾うという。それで、いて細部のひとつひと

つをも見ている。初心者ほど、わずかの点でしか

対象をとらえないもので､あるず
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愛鳥講座／愛鳥教育の計画その2
愛鳥教育研究会常任理事

下田澄子

はじめに

私は子どもたちと、比較的自然環境に恵まれて

いるといえる地域で、過ごしてまいりました。理

科の、特に野外観察の指導にあたり「子どもたち

が、豊かな自然環境の中にいて、それらを見なれ

てしまって無関心になっている。それをどのよう

にして………」と言っては課題としたことが多か

ったわけです。

ところで先日、本会の御岳山の研修会で研究発

表をされた、愛知県の西浦中学校の渥美先生は、

子どもたちの自然認識について「農山村型では、

緑を大切に、野鳥を大切に、と言っても子どもた

ちの認識は甘い。もっとその必要'性が強調されな

ければならない。そして一方都市型では、子ども

たちには、緑がほしい、小鳥の声がききたい。と

いう欲求がある。この欲求を満たしてやりたい」

と言っておられましたが､まったく同感でした｡愛

鳥教育をとりあげる理由に、子どもの自然に対す

る認識を深めていく、子どもの自然に対する欲求

を満たしていく、というように考えますと理科の

ねらいとはなれるものでなく、その実践の工夫は

同一のものになっていくのではと思います。

都市の場合、限られた自然環境の中の残り少な

い自然であっても、それを身のまわりから子ども

たち自身に見つけさせ気づかせ、さらにくわしく

見ていこうとする気持を育てていく、そしてそれ

に適切な指導援助を加えていく、そうした営みの

中から、子どもたちの欲求を満たす主体的な学習

が成立するようになるのではないでしょうか。

そこで今回は､｢都会の中での愛鳥活動」という

テーマで、課題としては、ひとつには「都会の限

られた自然環境の中で、どのようにして子どもた

ちに自然に目をむけさせ､気づかせ､自然を探求し

ようとする意欲をもたせ、主体的な実践活動をう

ながすことができるのか」ということを視点とし

てみたいと考えました。

また今までに学校紹介や研究報告が行われてお

りました学校は、農山村の小規模校が多かったの

で、活動を行うにあたっての、学校の中の組識の

たて方や活動時間のとり方などが、比較的に簡単

な方策で十分でした。しかし教職員数、児童数が

多い、中、大規模校となりますと、まずその辺の

ことが大きな問題となってきます。

学校全体が組識をあげて取り組み、ひとつの教

育効果をあげるためには､何としても､そのねらい

や方針、具体的な活動内容、活動時間、それをさ

さえる教材、資料、特にこの場合、対象となる野

鳥の認識、理解など、教職員全員に衆知されひと

りひとりにその実践が、学校の教育目標実現の方

策として受け入れられるようになることが大切で

あると思っています。

よって以上ふたつの観点を持って、世田谷区の

先進校の足跡をたどってみたいと考えました。

都会の中での愛鳥活動中規模校の事例

〔東京都世田谷区立二子玉川小学校〕

（昭和55年11月の研究紀要、57年6月の二子の愛

鳥活動により記載します｡）

I学校規模と環境

この学校の所在地玉川町は、東京都世田谷区の

西南端で、多摩川を境として川崎市に接していま

す。付近一帯は、風致区や鳥獣保護区に指定され

ていますが、近年、地下鉄や国道バイパスの開通

ビル、マンション、商店、住宅の建設など都市化

が急速に進んでいます。なお北側の武蔵野台地と

多摩川周辺は、まだわずかですが緑が残され、川

原の草むらや近くの樹木、商店の軒下などに野鳥

の姿を見ることができます。

本校は、児童数812名、学級数、22、教職

員数30名S58.10.現在）の中規模校です。

II愛鳥活動の推移

愛鳥モデル校の指定は、昭和52年3月で、野鳥

クラブを設置して従来の観察、調査の活動に保護
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活動を加えました。

なお当校は、昭和50年に野烏観察クラブを発足

させていますが、これは世田谷区が10年来､｢太陽

と緑の町、ヒューマン都市の実現」をめざし、そ

の一貫として巣箱運動を行っていましたので、そ

れに賛同して設置されたわけです。

また昭和54年度当初からは、野烏保護委員会を

設けて野鳥クラブと相まって、研究、保護、両面

の活動に努力してきました。そして昭和55年度に

は、学校裁量の時間として“二子タイム〃を設定、

全校的な活動をはかり今日に至っています。。

なお53年11月、環境庁と(財)日本烏類保護連盟

の主催、全国鳥獣保護実績発表大会において、環

境庁長官賞を受賞することができました。

東京都世田谷区発行の「野鳥は友だち」の文献

によりますと、世田谷区は、健康都市区民運動の

一環として愛鳥教育を始めたとあります。大都市

の中でのこの方針にまず貴重なものを感じ、よろ

こびと感謝とうらやましさを覚えますが、これを

具体的な教育活動としてつくり上げられ実践され

た愛鳥モデル校のさまざまなご苦労に深く敬服致

しております。

なお、この区の愛鳥モデル校は、区内72校の

中、6校。区内に最も多く見られる野鳥は、オナ

ガ、ヒヨドリ、シジュウカラ、ムクドリ、キジバ

トなどとあります。また今までに確認された野鳥

は、154種と書かれていました。

Ⅲ研究組織とその役割り（昭和55年度組織）

全体会－－－研究推進委員会

1、研究推進委員会

（1）全体的な研究計画の立案。

鳥分科会

業研究部会

査資料分科会

年学級

ラブ

員会

（2）分科会活動計画の調整。

（3）分科会に属さない活動内容の具体的計画。

（4）学年、学級の活動の指導。

（5）他校との連絡協力など。

2，愛鳥分科会

（1）愛鳥モデル校としての活動計画と実施全

般。

（2）「野鳥だより」｢愛烏ニュース」の発行計

画と発行。

（3）文集「ことり」の発行計画。

8ミリ映画、スライドの鑑賞計画。

（4）野鳥観察指導の計画や資料の提供。

（5）児童活動の指導（野鳥クラブ、愛鳥委員

会など)。

3、授業研究部分科会

（1）研究主題と関連教材の研究。

（2）研究授業の計画と指導内容の検討。

（3）指導案の検討と資料の研究。

（4）授業の分析と考察。

4，調査資料分科会

（1）児童の意識調査。

（2）地域父母の意識調査。

（3）調査の分析と考察。

（4）活動の記録収集。

（8ミリフィルム、スライド、児童作品

研究物、文献など）

（5）学校周辺の野鳥の営巣状況の調査。

以上のように組織とその仕事の内容が、整然と

徴密に、明確になっています。ここまで軌道をつ

くることが大変なことですが、大きな集団がひと

つの目的にむかい、効果的な歩みをするためには

このように各担当者の仕事の内容や分担が明確に

なっていることが必要です。

現状から、これこれのことができる、という見

通しをたてて、それを配分し組織化する一連の作

業に大いに参考となるものと思います。

また特に組織の中に授業研究分科会が置かれて
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いますが、これは非常に貴重なことと考えます。

現場の研究として、授業研究が位置づけられない

ようでは、やはり教師自身の自己充実が不可能に

なりますし、何よりも子どもの実態について詳細

に確認し、その指導について衆知を集め、その学

校、学年にふさわしい特色ある方策を生み出すこ

とが不自由になると思われるからです。また特に

愛鳥にかかわる内容が、授業として成立するその

ことに大いに感銘を覚えます。ただ単に子どもの

やれるだけの活動でなく、そこに計画的に指導の

あり方が追究されているということを大切に考え

たいと′思います。

なお54年度の研究経過によりますと、1年間に

全体会が17回、研究推進委員会が15回、分科会が

15回。55年度には全体会が9回、研究推進委員会

が10回、分科会が15回、開催されています。

(3)配慮事項

ア教育目標の具体化を図る一方途として

の活動であることを、常に念頭におく。

イ教科などの指導時間数に不足が生じな

いよう「ゆとりの時間｣の活用と、その

内容を十分検討する。

ウ児童や父母、地域の実態を常に把握し

その上にたって活動計画をたてる。

2、昭和55年度研究内容（愛鳥活動を中心とす

るが、研究対象の窓口を昨年より広めた）

（1）ゆとりの時間を「二子タイム」と呼称し

年間活動に要する時間数を定めた。

（2）授業への取り組みを図る｡)主として､(国

語、理科、道徳、特活、二子タイム）

（3）全校の集会活動に取り入れる。

父母や地域に対して、愛鳥活動の実施や

協力を要請する。

（4）全校一鉢運動を実践し、生命尊重、自主

責任、勤労の精神を育てる方策を検討す

る。

3、児童の活動内容（昨年度の内容に、次のよ

うな事柄を加え､自主的活動を充実させる）

（1）全校一鉢栽培｡（1年アサガオ。2～3年

サルビア。4～6年、キク）

（2）愛烏活動を児童会の活動のひとつとして

とり入れる。

（3）「観察カード」を活用し、児童ひとりひ

とりの自主的活動を促す。

Ⅳ研究活動

1、昭和54年度年間計画

（1）研究内容

ア教育目標の具体化を図るため、教育課

程との関連を考える。

イ地域の特性を正しく把握し、家庭及び

地域社会との連携強化の方策を考える。

′ウ児童の実態を把握し、活動の具体化を

図る

エ教科、道徳、特別活動の指導内容との

関連を考え、授業の取り組み方につい

て検討する。

オ教師自身、烏の名前や生態を知り、指

導の向上に資する。

（2）児童の活動内容

、ア観察。（探烏会、営巣中の卵やひな）

イ記録。（記録の取り方、処理の仕方）

ウ文集。（「ことり」の内容）

エ鑑賞。（8ミリフィルム、スライド）

オ巣箱。餌台。（製作と設置）

力絵。ポスターなど。

昭和54年度、55年度の研究内容、児童活動の概

略が以上のように述べられていますが、一年目は

よくその大綱を明らかにして、学校全体で共通理

解を得る配慮があります。そして二年目、かなり

具体的に実施の方策があげられています。全校か

一緒になって歩むためには、このように全員にわ

かり易い内容を、実践しながら全員で協議して無

理のないよう進めていくことが大切なことと思わ

れます。
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V愛鳥活動について－愛烏分科会。

愛鳥分科会は学校全体の愛鳥活動について検討

を加え、具体的な指導法や指導内容に関する研究

を続けてきた。

1、活動母体と主な内容

（1）学級、学年の活動

ページ上の表を参照。

（2）野烏クラブの活動

巣箱の観察や巣箱の研究、探鳥会、冬

烏の餌付けの研究。放送委員会、愛烏委

員会に対する協力｡(資料提供）

（3）愛烏委員会の活動

校内の広報活動｡(巣箱のようす、ツバ

メのようす、餌台の試作）野鳥園の管理

とえさの補給。

（4）放送委員会の活動

愛烏活動に関する放送

（5）その他の活動

地区子ども会の活動｡(川原の清掃、探

烏会）

2、愛烏活動の学年別目標。

右の表を参照。

3、活動内容の具体的説明の概要。

（1）探烏会

野鳥への接し方はいろいろあるが、本校

の場合、野鳥の生活を観察してその生態を

知り、烏への愛情を高めていくことを目的

としている。その烏への愛情が、烏のすみ

やすい環境、つまり美しい二子の町作')へ

と発展していくことを願っている。探烏会

はその第一歩として大きな意味を持ってい

る。

そしてその内容はく時期によって変わり

三つに分けられる。すなわち4月～5月は

巣箱の観察、6月はツバメの観察。11月～

2月は多摩川での冬烏の観察となっている。

ア巣箱の観察。

校内、玉川神社、神学校など、数力

同」

冬鳥についての知厳を丑か

にする。

水‘qの愛鍾活動をする。

所に架けた巣箱の巣作りのようすを観

察する｡（シジュウカラ、ムクドリ）営

巣の数、卵の観察、ひなの成長、親鳥

の子育てのようすなどを観察する。

（この観察は、野鳥の子育てに悪影響

を及ぼさないということと営巣しやす
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学勾 野鳥 巣* ツパ〃

1年

､野鳥に関心を持つ 巣箱にくる烏，シジュウカラ

ムクドリを知る

巣箱の観察～たまご，ひな

ツバメの巣に関心を

持つ。

24

野鳥に関心を持つ 巣箱にくる鳥．シジュウカラ

ムクドリの蹴別ができる

巣箱の観察～たまご‘ひな

ツバメのひなの育ち

方に関心を持つ。

34

野鳥に興味を持ち，キジ‘

卜．ムクドリ．スズメ．シ

ジュウカラの織別ができる。

動きや喝き戸に関心を持つ

巣箱にくる烏，シジュウカラ

ムクドリの臓別ができる‘

巣箱の観察～たまご’ひな

巣立ちを脚べ弓

ツバメのひなの育ち

方に関心を持ち，自

分から輿くることが

できる。

44

野島に興味を持ち，カラ。

キジバト．ムクト。リ。上1

トリ．スズメ。シジュウカ

ﾗ，ヒバリ･の臓別ができる

動きや噂き声で厳別できる

巣箱にくる鳥，シジュウカラ

ムクドリの歳別ができる

巣箱の観察～巣作り‘たまご

ひな，巣立ちを岡ぺ配録をとる《

自分で巣箱を作恩

ヒヨドリの巣を知弓

ツバメのひなの育ち

方に興味を持ち，腺

題を見つけることが

できる

南の国から渡って倉

たことを知暑

5年

野鳥に興味を持ち

キジバト．オナカ

カラス

ムクド

リ．ヒヨト･リ．スズメDシ

ジュウカラ．ヒバリ．カワ

ラヒワ

でき碁

メジロ等の織別が

動きや鳴き戸で職別でき

巣箱にくる鳥の餓別ができ忍

巣箱の観察～巣作り，たまこ

ひな，巣立ちを瞬く正砿な観鱒

配録をつけることができ恩

ヒヨト。リ．キジバト，カワラヒ

ワ等の自然の巣を知る

巣箱を作り管理ができる

ツバメの巣作りやひ

なの育ち方等につい

て自分から陳題をき

め配録をとれ愚

ツバメについての丑

かな知蹴を身につけ

Ⅱ
一
も
■
Ｆ

■
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「

6年
同上 同上 同」

学年 給餌 実のなる列 久 鳥

1年

えさに集まる,側に関心を持つ‘ 野’島は木の実を食べ鼎

ことを知る

冬鳥に関心を持つ。

2年

えさに集まる島に関心を持ち

キジバト．ムクドリ．スズメ

の蹴別ができる

野鳥は木の実を食べ鼎

ことを知刷

冬鳥に関心を持ち，ユリI

モメ．カモの識別ができ‘

3年

えさに集まる烏に関心を持ち

キジバト．ムクト･リ．スズメ

の歳別ができる

えさをまいて烏のせわをす蕊

野鳥が木の実を食べ4

のを見る。

冬,魁に関心を持t

モメ．カモ0サギ

イの織別ができる

ユリカ

セキレ

4年

給餌台に集まってくる島に輿

味を持ちキジバト，ムクト・り・

スズメ．シジュウカラの織別

ができる

給餌台を作って・えさをやる

ことができる

実のなる木に関心をウ

･死(どんな鳥が何を1

ぺる力も）

イイギ！ ヒサカキ0

ピラカンサ．ムラサキ，

シキブ．ネズミモテ

冬鳥に興味を持ち，ユリカ

モメ。オナガガモ0コサギ．

,､クセキレイの厳別ができ

る

冬鳥の渡りに関心を持つ。

5年

給餌台を作り，毎日えさを与

え，野‘島の愛腰に努める

キジバト．ヒヨト・リ．ムクI

ﾘ．スズメ。シジュウカラ

オナガ．メジロ等の喝き声で

も餓別できる

実のなる木を岡べ，I

然保展に関心を持宅

どんな‘島が何を食べる

か詞ペミ

野‘鳥園の実のなる木@

織別ができ』

冬鳥に興味を持ち．ユリカ

モメ，オナガガモ．コガモ。

夕、シピロガモ，コサギ。七

キレイ等の議別ができ乱

冬鳥の渡りについて鯛ぺる

自分から進んで観察するこ

とがでさる

6年
同一

同上

進んで自然愛硬に努占

る



の年凹針函

い巣箱の高さになやみを持っている）

イツバメの観察

ツバメは学校の正門側の商店街の軒

先や屋根の下に、毎年5月～6月にか

けて、商店街の端から端まで500mに

わたって営巣する。

巣の位置が高いのでひなのようすは

よく見ることはできないが、中には餌

を与えているところまで観察できたも

のもある。巣材料、巣作りの場所、昨

年まで､の古い巣の利用状況などに注意

している。

ウ多摩川での冬鳥の観察

10月の終わりごろ冬鳥がくる。最盛

期は、12月～2月｡オナガガモを中心に

マガモ、カルガモ、ハシビロガモなど

のカモの仲間、ユリカモメ、コサギが

水辺に。川原のグランドに、ハクセキ

レイ、ツグミ、タヒバリ、ハマシギ、

イソシギなど見られる。

双眼鏡でどんな烏がどのくらいいる

か見て、これと思う所を見つけて望遠

鏡でみる。学校には望遠鏡が3台、双

眼鏡が5台ある。双眼鏡を持っている

子が多いので無理なく観察できる。

昨年、野鳥クラブでは、川岸にイカ

ダを浮かべ、その上に給食の残りのパ

ンをまき、餌づけを試みた。ユリカモ

メはまいて人が少し離れると食べにく

る。カモの仲間は警戒心が強いのか、

暗くなってユリカモメの帰ったあとか

ら食べていたようだ。なおこのイカダ

をいたずらする川遊びの人がいたこと

が残念だった。

(2)巣箱作り－観察

毎年、4年生が全員で巣箱をつくり、

3年以下の各学級には、教師やクラブ委

貝会の児童の作ったものを5～6個ずつ

配布している。
ちようつかい

巣箱の資材は、杉材、釘、蛎番、ツの

字かけ、しゅろ縄で､｢小鳥の巣箱作り資

料jと小冊子とともに、12月に配布し､3

月まで、学校や家庭で作る、種類はシジ

ュウカラ、ムクドリ用で、3月中旬から

前記の場所、家やアパート、マンション

の庭に設置する。

営巣した巣箱の数はこのページの表の

とおりで､ある。

なお観察したことは、各自で記録をと

っているが､｢巣箱観察カード」により、

営巣場所、抱卵期間、卵の個数、巣立ち

までの日数など調査する。父母の間にも

関心が高まり、記録を送ってくる人もあ

る。

野烏園

4年前から校舎の裏に餌台を設置し、

野烏クラブが餌をやっていたが、現在で

は、そこに水場をつくり、実のなる木を

植え、野烏誘致園を作った。職員中心の

手作りの野烏園で､ある。キジバト、ムク

ドリ、スズメの姿がよく見られる。校舎

の廊下のガラス窓に色画用紙をはり、小

窓から観察するようにしてあるが、1～

2年の子どもが背伸びして見ている姿を

よく見かける。また秋には、コムラサキ

の薄紫の実や、ピラカンサの赤い実が美

しい色合いを見せ、ヒサカキ、ツケ、ネ

ズミモチも実をつけている。

文集づくり

昭和53年6月、児童の作文、詩、観察

記録などを、わら半紙1枚ずつに各クラ

スで印刷してもらい、それを小冊子にま

とめて刊行したのがその第一歩で､、以後

年2回ずつ出されている。

(3)

(4)
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学掘 月 活励内目 敏科債域での関連相導伊
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量あ速間ボスクーづくり（2）

シ沙阜ウカラ．ムクドリの楓察（1）

険函会（スライド）（1）

シジュウカラ，ムクドワの璽察（1）

プパメの優察（1）

文集づくり（2】

彼をかく（図工）

作文・時をかく（国閉

文集づくり（特活）

川厘の愉舟（行事）

０
４
０
■
ｎ
国
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■
■
■
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10

11

12

唆璽金（エライド】

エサ台づくり（l】

徹ら会（多阜川）（2：

果鯖づくり（修迅爾掃）（2：

逮包（妖轟をみて）

巣箱づくり（図工）

作文・脚をかく（国函

川原の禰播（行事）

４
Ｉ
ｑ
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■
臼
。
．
■
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師

毎 局会（多阜川）（2）

文集づくり（2）

果砂‘け（把導のみ）（1】

文集づくり（特僑）

作文・鱒・劇作（田圃



表紙の絵も、3号からは子どもの描い

たもので､4号よりは､低､中､高の三分冊

になっている｡(全員の作品掲載のため）

なお1号、2号は各クラスのわら半紙

1枚のプリントということで、文字の大

きさ、形式、内容とも自由で、多種多様

であったが、3号からは､“もくじ”も入

り、枠組もきめて、冊子としての体裁も

整えられるようになった。またこの3号

から愛烏委員会や野烏クラブなど特活分

野の活動状況も載せられるようになった

どの号も、低学年ほど、ひなをみたこ

とや親鳥の行動などに対しての、おどろ

きが大きく、学年が進むにつれて観察は

するどくなり、高学年はお話つくりで烏

の一生を語ったり、また自分が烏になっ

て人間の世界を批判したりして、烏に対

する心‘情がよく吐露されている。

父母にも啓蒙の目的で、各家庭に配布

し、好評を得ているが、国語の授業にも

取り入れて成果をあげていこうという声

も強く出ている。

個人の活動も同じことで･すが、特に組織として

の活動には、その記録が大切です。いろいろな人

の考えがぶつかり合い、結局ひとつの大きな流れ

になるというひとつの道筋が、この文集の冬号の

特色からも読みとれるように思われます。またそ

の時々、参加した子どもたちの作品が残されてい

くことは、子ども個人にとっても意義深いことと

考えられます。予算のことがありますが、このよ

うに地道な工夫から出発することが貴重な結果を

つくり出していきます。なお、大きい学校の場合つくり出していきます。なお、大きい学校の場合

あまりこまかく規制しないで、とにかくまとめる

方向にいかれると、比較的に個人の負担が軽く面

白い結果も出てくるので､はと’思います。ただ中心

で作業をする人は、かなりの労力を提供すること

になると考えられます。
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(5)愛鳥だより

愛烏活動における広報活動の一環とし

て、年4～5回、季節に応じた内容の愛

鳥だよりを発行している。

5月家や学校の近くで見られる野烏

シジュウカラ、ツバメ、ムク

ドリ、ヒヨドリ

10月実のなる木

カキ、ピラカンサ、ムラサキ

シキブ、ムク

11月烏をよぼう

餌台の作り方、餌の与え方

1月多摩川の冬烏

オナガガモ、ユリカモメ、ノ、

クセキレイ、ツグミ、タヒバ

リ、コサギ、ハマシギ、イソ

シギ

3月巣箱の作り方

ムクドリ用、シジュウカラ用

巣箱の架け方

愛鳥だよりは、烏の絵を中心に載せ、

児童に色をぬらせて、烏の形や色を知ら

せ、簡単な説明で特徴をとらえさせてい

る。

また巣箱や餌台を作ったり、実のなる

木を植える時などの、愛烏活動の資料や

手引きとして活用している。

(6)集会

児童集会は、毎週木曜日と金曜日で、

第4週の木曜日の集会を愛鳥関係の集会

にしている。

分担するのは、各月の愛鳥委員会、野

鳥クラブ、各学年で、内容は、どこに、

どんな烏が営巣し、ひながかえったとか

多摩川へどんな烏が飛んできていたなど

その時々の野烏に関することを、紙芝居

人形劇、作文など自由な形で､発表してい

る。



(7)ポスター

愛鳥ポスターは、バードウィークの前

に全児童で作成し、その期間中全作品を

教室、廊下、掲示板などに掲示している‐

その他の期間は、連盟からのポスターな

どを、廊下や掲示板に常時掲げている。

(8)映画鑑賞会

映画、スライドの会は、年2回、春秋

に父母も含めて実施している。内容は映

画“野鳥とともに”“庭にくる鳥”スラ

イド“日本の野鳥”などで、学年に応じ

たものを選んでいる。これによって野鳥

の名前、生態などの理解を深めている。

(9)野鳥情報板、－学校の近くで見られる叫
声
‘局一

正面玄関の壁面に地図を掲示し、子ども

たちからよせられる情報をもとに、愛鳥委

員会の児童が、木製の烏の絵を、地図上の

兇かけた場所にかけている。烏の絵は、キ

ジバ|､、ムクドリ、ヒヨドリ、シジュウカ

ラ、スズメ、ハシボソガラス、コサギ、ユ

リカモメ、カルガ．モ、オナガ、ガモ、ノ、シビ

ロガモ、コガモ、ヒドリガモなどである。

麗霧為

藍

以上、東京都世田谷区立二子玉川小学校の愛鳥

教育の計画とその実践についてその概略を掲載さ

せていただきました。

全校の子どもたちが、全員の先生方のご指導の

もとに、それぞれの持ち場で活動し、教育目標の

実現にせまっていくという貴重な考え方を背景に

して、都会の中で残されていた自然を詳細に観察

し、発見し、それを教材として成立させ子どもた

ちの人間形成に培っていく、またそのための校内

の組織づくり、役割り分担の明確化など、非常に

多くの指針を与えていただきました。

資料を提供された二子玉川小学校に厚くお礼申

しあげます。なお抜粋、要約などお許しください‐

児童の作品など放せたかったのですが、誌面の都

合で、いずれの機会にさせていただきたいと考え

ます。

もっともっと多くの都会で、忘れ去られている

自然や野鳥､柚物など､子どもたちによって発見さ

れ、子どもの科学する心や、自然を愛する優しい

心情の育成に役立てられるようにと願ってやみま

せん。
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愛鳥講座／探鳥会の準備と実施
(財)日本鳥類保護連盟

松田道生

今でも初めての探鳥会に参加した時の喜びは忘

れません。私の初体験は今はなき「野田の鷺山」

でした。今からもう18年くらい前でしたから、今

のように若い人は多くなく、おじさんやおばさん

ばか)20人くらい集まったのを覚えています。

今思えばたった20人ですが、1人で､さびしく烏

を見ていた私にとっては、同好の士がたくさんい

るのにとにかくうれしくな')ました。それに場所

が場所だけに、烏を見落とすことなくたっぷりと

楽しめたことが、その後も探烏会に参加した大き

な要因でしょう。

しかし、1回探烏会に出て「もう2度と出たく

ない」といった人に会うこともあ0ます°あるい

は、それほどおもしろみを感じないで、足が遠の

いてしまった人の話を時々聞きます。いずれにし

ても、探鳥会が成功し、また多くの人々が参加し

てくれるためには周到な計画と準備が必要です。

前回は計画についてお話ししましたので、今回

は準備と実施について解説しましょう。

下見をしよう

いつも歩きなれたコースで･なければ、探烏会の

前に必ずそのコースの下見をしておきましょう。

できれば1週間くらい前に同じコースを歩いてみ

ると良いでしょう。春や秋は烏の移動も激しいの

で、なるべく探烏会当日に近い方が、現状を把握

できます。

下見のポイントとしては、烏や自然の状況を先

に把握しておき、解説の重点をあらかじめつかん

でおくことです。翼のある烏でも、さえずりのポ

イントは変わりませんので､、ある場所で鳴いてい

たら当日も同じ場所で聞くことができるはずで､す〃

冬は、水場や実のなっている木など、烏の集まる

場所を見つけておくことでしょう。また烏ばかり

でなく、森林ならば(林の)構造がもっとも観察し

やすい場所、干潟だったらカニの群生していると

ころなどをあらかじめ知っておいて解説すること

も必要で､す。

このほか、時間の配分、コースの中て､危険な場

所はないか、トイレはどこにあるか、雨やどりで

きるところはあるか、食事はどこでとるか、また

交通機関を利用する場合、発着時刻や接続なども

確認しておきましょう。

注意しておきたいのは、下見をしたリーダーは、

当日決して下見の時の自慢話をしてはいけないと

いうことです。探烏会当日は人数も多くザワつい

ているので当然烏も少ないでしょう。また、リー

ダーは指導をしなくてはならないので、烏だけを

見ていた下見の時とは見つける烏の数は違うはず

で､す。

下見の時は何種類も見えたのに、ここには何が

いたのに今日はいない、などの話は参加者から聞

くと自慢話にしか聞こえませんし、探烏会がつま

らないもののように聞こえます。

PR

1人でも多くの人に参加してもらうためには、

宣伝が成功するかしないかにかかっています。学

校内で参加者を募るので､したら、掲示板や廊下に

ポスターをはり出しましょう。このほか､校内新聞

PTAの会報などに載せてもらうのも手で､す。ポ

スターの掲示は校内だけにしろ、そうで･ないにし

ろ、管理者の了解をとっておくことと、終了後は

かならず撤去することを忘れないようにしましょ

う。

印刷物に載せてもらうためには、早めに計画を

立てて締め切りに間に合うように原稿を渡さなく

てはな')ません。あらかじめ探烏会に間に合う発

行日と、その号の締め切りを教えてもらっておき

ましょう。

たとえば肋日本鳥類保護連盟の機関誌「私たち

の自然｣に載せてもらうのでしたら､締め切)は前

前月の25日、発行日は前月の25日、会員の手に届

くのはこれから約1週間後で･す。.10月号でしたら

8月25日が締切')で､9月25日できあがり10月2，

3日に届きます。で､すから10月中旬の探烏会で､し
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たら、2カ月前の8月に計画を立てておかなくて

はなりません。

おそらく、他の自然保護団体の機関誌も同様で

しょうし、市や町の広報もこれに近いはずです。

いずれにしても早目に計画をたてなくてはならな

いわけです。

地元の新聞や日刊紙は、逆に10日前ぐらいの方

が忘れられずにすみますので．、そのぐらいのタイ

ミングでたのんで､みましょう。

案内には、日時、集合場所、主催者を明記する

ほか、地図、連絡先（電話番号も）参加費の有無

なども書いておきます。日時は、午前午後を書く

こと、集合場所の略図もあると親切です。またま

ぎらわしい地名が周辺にある場合､(たとえば上○

○とか新○○とつく地名）間違わないように注意

しましょう。

このほか、持ち物や服装、これは雨具､帽子､弁

当、足ごしらえなどについてのアドバイスもある

と良いで､しよう。

次に雨の場合の実行の有無です。雨天決行、小

雨決行、雨天中1t、雨天順延、などです。安全な

場所で初心者の少ない場合は雨天決行でも結構で

すが、初心者や山道の多い場合は中止の方が無難

で､す。

クラスや仲間同志でやる場合は、地絡網を作っ

ておいてリーダーが最終決断を下せば良いでしょ

う。

しかし、不特定多数を対象とした場合、中止か

決行か迷います。雨天決行ならば一目瞭然なので、

すが、小雨決行とか雨天中'この場合は迷うことが

あります。どしや降りだったらもちろん出かける

気にはなりませんが、今にも降りそうだったり、

やみそうな時はこまります｡そこで連盟では、荒天

（交通機関がlこま')集合場所に行きつけない時）

で･ない限り職員が‘必ず集合場所に行っています。

というのは、集合時間に降っていた雨がやんでし

まい、近い所の人がやって来たり、遠くから来る

人がついたら雨だったという場合も考えているか

らです。またこういった状態で来る人は、熱心な

方ですので、そういう人の期待を裏切らないた〆

にもです。

パンフレットそのほか

とても大切なものとしてパンフレットがありま

す。もちろん立派なものは‘必要ありません。ガリ

刷りで･もコピーで､もかまいません。当日配布でき

るように準備しておきましょう。

パンフレットには当日観察できるだろう烏の名

前、できたらイラストと特徴も明記すると良いで

しょう。さらに、コースの地図と鳥以外の自然の

ポイントなども示します。パンフの中には、採集

をしないとか、ゴミを持ち帰ろう、などのマナー

を書いておくことも良いでしょう。また今後の予

定や会のPRも忘れずに書いておきましょう。こ

のほか、メモ用の空欄があると便利です。

大きさはポケットに入るぐらいのもの。コンパ

クトにまとめましょう。いずれにしても、絵や文字

はていねいに書いて読みやすい編集をしましょう〈

無料で配るものだといって、書きなぐったような

パンフは読む気がおきませんからね。

このほかリーダーが準備するものとして、参加

者名簿(便菱に住所、氏名を誉いてもらえば良い）

牧急薬品（かソトバン、虫さされの薬、トケ．ぬき

消毒薬、乗')もの酔いの薬など）ゴミ袋。

またいくつかの班に分かれる場合は、トランシ

ーバーがあると便利です．時々ハンドマイクを使

っている探烏会に出会いますが、森林などではう

るさいもので．、他のグループに迷惑がかかります

から使うべきで･ないでしょう。河1%〔や海辺、干潟

などの開けたところで大人数を相手に指導をする

場合は、ハンドマイクの使用もいたしかたないの

かもしれません。しかし、使用は必要最小限度に

すべきで､しよう。

最近の探烏会ではネームブレートを胸につける

ようにな')ました。お互いの顔を早くおぼえて親

交を深めようというわけで､す。少なくともリーダ

－24－



－は名札をつけて名前を覚えてもらうようにしま

しょう。探烏会を定期的に行うなら、ネームブレ

ートのプラスチックケースを文房具屋さんで大量

に買い、会のマーク入の台紙を作って売れば、会

の運営資金もかせぎ出せます。

指導の秘密兵器

指導をわかnやすくするためにイラストのプレ

ートを作')ましよう。見られる烏の代表的なもの

を何樋類か少し大きめ(B4版くらい）のイラス

トボードにｷIllいて説明します。できたら絵心のあ

る人の手拙きのものが、II菱かみがあって親しめま

-す
′O

面倒くさい人のために、あるいは絵の下手な人

のために、赦内正幸さんのイラスト集が代用でき

ます。本の題名は「日本の野鳥」’～6（福音館

書店)1～6は環境別になっているので、探烏地

に合わせて持っていけば良いでしょう。

また自由学僅|の吉良幸世先生は、発泡スチロー

ルで鳥の棋型を作って「今、鳴いている鳥はこれ

です」とポケットから取り出して説明します。器

用な方は挑戦してみてください。

次は手鏡。別に烏と顔をあわせる前に化椛直し

をするわけではあ'}ません。烏のいる場所に、光

を反射させて参加者に知らせるためのものです。

初心者の人々は、なかなか烏のいる所を見つける

ことができません。そこで止まっている木や枝に

光をあてて日安にしてや'）ます。もちろん烏にあ

てたら驚いて飛んでいってしまいますから、そっ

とあててやりましょう。

アメリカのオージュボン協会の探烏会に参加し

た時、リーダーはバードコールを使っていました。

バードコールは木の中に金属が入っていて、こす

るとキコ、キコと音がして、動かし方によって烏

の声に聞こえます。

これは良いと思ったのですが、日本では日本の

鳥の声の出るバードコールはあ0ません。アメリ

カのリーダーが使っていたバードコールは、ミヤ

マシトドやハゴロモガラスの声には聞こえますが、

日本の烏で近いものは思いあたりません。また、

バードコールの音によって烏が近づくのはなわば

I)に入った侵入者を追いはらうためにやってくる

か、メスがオスの声に引かれてやってくるか、な

どで、烏を無理矢理自然のI'から引っぱり川す~わ

けでどうも儲成できません。

それにバードコールの音を野外で聞いた時、高

Iも山で売っている水笛の音に烏の声だと思って反

応した後、がっかりして腹か立つのとl可じ気分に

なります。というわけで､バードコールはお崎めい

たしません。

心の準備

不特定多数に参加を呼びかけた場合、何人集ま

るかわからない不安があ'）ます･泊')かけの場合

は乗')物や宿の関係で予約をと'）ますから、何人

唯まるかわかると心の雄1h-ができます。日＃if)の

場合も、パンフの部数やリーダーの人数などの都

合もあって、人数の把握があらかじめできている

と楽です。

案として、参加希望者をハガキで募る方法もあ

'）ます。これは有効のようでそれほどでもありま

せんでした。というのは、当日になって都合の良

くなった人が参加してはいけないと,他'､うこと、ハ

ガキを出したら行かなくてはならないというプレ

ッシャーがかかり、今一歩ふみきれず、参加者か

mることも考えられます。

これは、本当にあった話です。以前大新聞でハ

ガキで参力II者を搾ったところ、1通やっと返事か

来ました。ところが、前Hになってこの人から急

に都合が悪くなったので参加できないと電話があ

'）ました。リーダー一|耐lがっかりして、でもリー

ダーだけで烏を楽しめば良いということで当日集

合場所へ行ってみると、なんと100人も集まって

いてうれしい悲鳴をあげたとか。これは「新浜を

守る会」の第1回目の探鳥会での実話です。

現在のところ、日本野鳥の会の支部の探烏会で
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多い時500人集まってしまいます。平均は40～80

人くらいのようです。連盟の自然観察会が20～30

人、多くて60人くらいです。当研究会は30人とい

う参加人数が固定してきました。

参加人数は､その日の天気や､野球放送などによ

り多少の変動がありますが、同じPRをしていけ

ば不思議と一定していくものです。何回かやれば、

どこまでPRすれば何人集まるといったデータが

集まりますからくそれを手がかりに準備を進めま

しょう。

集合

さていよいよ探烏会当日です。リーダーは集合

時間よ')早目に行っていましょう。遠くから来る

人は、時間が予想できないので早目についてしま

うもので･す。また、リーダーは目印になる旗を持

ったり腕章をつけておくことも’必要です。

同じ集合場所にいくつかの探烏会がかち合うこ

ともこのところ多くなりました。他のグループの

リーダーとも相談してインフォメーションの時に

他のグループのメンバーがまぎれ込んでいないか

確認しあいましょう。

集合時間になったら参加者をいったん集め、探

烏会のあることを知らせ、始ま')は遅れてくる人

のために10分くらい遅らせることを伝えます。電

車に乗り遅れたりして遅れてくる人はどうしても

いるものです。ただ、早くから来ている人は待ち

くたびれていますから、定刻になったらひと声か

けておくわけで､す。

集まったころをみはからって始めのあいさつを

しましょう。集合場所が駅などのようなザワつい

ている所ならば、静かな所へ移動してから始めま

しょう．あいさつは担当者の自己紹介、今日の目

的とコース、リーダーの紹介、また参加者の中で

指導できる人がいたらその人も紹介してあげます。

初心者を対象とした場合には、基本的な双眼鏡

の使い方、また望遠鏡の操作の仕方も教えます。

初心者の人は、おおむねストラップのヒモが長め

でブラブラしています。ベテランほどストラップ

が短いと,思って良いでしょう。まずこのストラッ

プの調整で、首の後のところでストラップをむす

んでやればすみます。次に眼幅の合わせ方を示し、

視度調整の仕方を教えます。こうしておけば「私

の双眼鏡がこわれて見えにくい」という人は減る

ことと思います。

望遠鏡は、どこで､ピントを合わせるか、三脚の

パン棒の使い方。三脚の足をひっかけないよう注

意すること、順序よく見ること、100円を入れな

くても見えることを教えます。

このほかの注意としては、大きな音を立てない

こと、ゴミを捨てないこと、生き物を採集しない

こと、リーダーよ')先に行かないことなどを手短

に申し伝えます。あまりクドクドと、べからず集

をやるので､はな〈、ここで､はサラッと述べておき、

後で歩きながら自然にマナーが身につくよう指導

します。この方がインパクトが強く、忘れにくい

もので､す。

また、お弁当を持っていない人のために食料が

手に入るところを教えたり、トイレはどこが最後

か案内してあげると良いでしょう。

参加者の多い場合は、班分けをします。リーダ

ーの人数や参加者のレベル、環境によって異なり

ますが、せいぜい20～30人が小班になり、リーダ

ーが各班に2人つけば、目も声も行き届きます。

出発

結局、20人くらいの班でも道の細さや足の長さ

の違いで長い行列になってしまいます。この時先

頭はリーダーがおさえて、烏を見つけたり観察の

ポイントを示唆するほか、時間の配分を考えて歩

き、速度を調整します．サブリーダーは1番後を

歩き、落ちこぼれのないように、あるいはリーダ

ーの見落としたことを見つけ補佐します。列が長

くなりすぎたらサブリーダーは足を早め、列がち

ぢまるように努力します。

烏がいれば、あるいは自然の見どころで、止ま)
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同時に休憩ができます。しかし、烏が少なかった

')、リーダーに自然を解説する能力がないとスタ

スタと歩いてしまい休憩を忘れます。特に烏マニ

アの多い探烏会では、烏を1種でも多く見つける

のが目的となってしまい、初心者は疲れてしまい

ます。烏以外の自然の見どころを見つけて止まる

か、休憩をとることにしましょう。

昼食の後や探烏会も終わりに近づくとダラダラ

しがちです。特にリーダーがダしてくると、グル

ープ全体にそのムードが広がります。リーダー、

サブリーダーとも、その辺を注意しましょう。

指導

指導のポイントは、知識を教えることにありま

す。リーダーは烏のみならず、自然のしくみやほ

かの野生生物、そして自然保護への認識が必要な

ことは述べました。現在、これらを解説した本も

多く出ていますし、リーダーを養成する講座もし

ばしば開かれるようになりました。こうした場を

とらえて勉強してもらうことはもちろん必要です

が、自分自身で消化していない知識の切り売りは

相手に理解されません。しっか')自分のものにす

るよう本だけの知識でなく、実践をふまえて'41分

自身のものにしておきましょう。

また、知識の押し売'）もこまりものです。さも

烏の名前を知っているぞ、とふるまうリーダーや

ｲin物の名前を自慢げに教えるリーダーは嫌われま

す。いろいろな知識をひけらかす人は、知識はあ

ってもリーダーとしては失格です。

まず当日の参加の顔ぶれを把握してと響のぐらい

のことをどの程度教えれば良いかを、集合の時に

準備しておきます。そと辺にレベルをおけば+級

の人にも理解できる話をすることになります。

探烏会にあ0がちな指導は、ただ烏の名前を教

えて、覚えてもらうパターンで､す。確かに、初め

に烏の名前を覚え、卜Ⅱ手を知るきっかけをつかみ

机しんでいく、これは烏ばかりでなく異性とのき

っかけでも同じことで､す｡しかしそれだけでなく、

f
苧き

き
習性やそれにともなう自然との関わりを教えるこ

とも大変重要なことで､す。

名前を知ってもらうにしても、これは○○です

と教えて終わ')ではなく、識別のポイント、そし

てなぜそういう棋様があるのか、あるいはそうい
くちばし

うﾛ街をしているのか教えれば、すんでいる環境や

食べものを知って、自然との関わ';まで話が広が

っていきます。

知識があっても教える能力のない人がたくさん

います。名前を言ってしくみを教科書どおり教え

る、これでは教室の授業と同じです。野外でのメ

リットは、目の前に本物があることとハプニング

があることです。本物とはいかに触れ合うか、烏

だったら光学機器を通じてばかりではなく、耳や

肉IIUを通しても触れあえるはずです。柚物や昆虫

だったら、臭覚、触覚も加えて、味覚をのぞいた

五感を通じて接することができます。

ハプニングを生かすためには、アドリブができ

なくてはなりません。烏の出現も、花の開化もハ

プニングです。まして、カエルをのむヘビ、ハマ

シギの群れを襲うハヤブサなどに;ii会ったら一世

一代の解説をしなくてはなりません。経験を枝ん

た役者がアドリブができるように、リーダーも充

分経験を積まなくてはなりません。

また、一方的に知識を教えるのではなく、参加

者といっしょに考えることも必要です。（すぐ得

たlul答より、考えて得た解答のﾉjが身につくはず

です罰）

時々起こるのは、リーダー同志の意見のくい違

いです。特に証拠の残らない烏の識別にありがち

です。ある探烏会で2人の先生が烏の名前のこと

でケンカを始めたことがあります。こうなると、

もう2度と参力''者は来ないで､しよう。当然意見か

異なることはあるはずで、意見を出しあって参加

者も含め、皆で考え、ゆずりあうことでしょう。

私がいつも思うことは、探烏会にはユーモアの

ないことです。私の指導する会に参川|された方は

ご存知のように、私は'ﾉ［談ばかり言っています。
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以前、不謹慎だと注意されたことがあります。ま

じめに、自然にとりくみ1人でも多くの仲間を増

やしてやろうと考えているリーダーから見れば、

不まじめに見えるかもしれません。しかし、楽し

く自然を覚えてもらった方が身につきますし、も

う1回参加してもらうためには楽しい方が良いに

決まっています。それにリーダーだって楽しい方

がやりがいがあります。ユーモアは自然に身につ

くものですし、一般的な知識を身につけなくては

なりません。

初心者はまだ烏や自然よりもほかのものに対す

る興味の方が強いはずです。今の若い人が何が好

きか、概ね鳥や自然ではないはずです。ですから

鳥や自然以外のものをきっかけに話を説き、こち

らの陣営に引き込まなくてはならないわけです。

確かに、リーダーの中には私以上に鳥や自然につ

いて知っている人はたくさんいます。しかし一般

的な知識となるとどうもイマイチ、ナウ〈ないの

です。

このためには、テレビを見たり、映画を見たり、

寄席に行ったり、マンガを読んだり、SFや推理小

説を読んだり、いろいろなものに好奇心を持って

接することです。

探烏会でいかにマナーを知ってもらうか大きな

課題です。以前、花を摘んだ人を皆の前でしかる

光景を見たことがありますが、あまり感心しませ

ん。まだ普通の人にとって、花を取ることは悪い

という意識がないのです。皆の前で恥をかかされ

たら、もう2度と参加しないでしょうし、ほかの

人だってうるさいリーダーだと,思うか、探鳥会は

タブーが多くて息苦しいという印象を持ってしま

います。以前私の指導した会で、1人の女性が平

気で花を摘んで､いました。私は例によって休憩の

時、自然のしくみを解説し、植物1本1本の持っ

ている必要‘性を話しました。そうしたら出発の時

その人はそっと花を薮の中にかくしてついて来た

ので､す。叱るより、この方が良かったのだろうと

,思いました。

探烏会をやっていて危倹なことも多くあり.ます。

特に指導に夢中になり道路の真中で車が来るのに

気がつかなかったりすることで、これを注意する

のはサブリーダーの役目です。このほか、夏のカ

ミナリ、野犬、毒ヘビ、スズメバチなど自然の持

っている危検もあります。また冬は､ハンターの

流れ弾も注意しなくてはなりません。リーダー必

読書として「野外における危険な生物｣〔編集･(財）

日本自然保護協会・思索社〕をお薦めします。

さらに、何回も開催するようで､したら保険に加

入することも検討すべきでしょう。

まとめ

探烏会の最後に見られた烏や自然のまとめをし

ましょう。探烏会では｢烏あわせ｣と言っています。

出現した生物の名前の確認と特徴などを復習の意

味で話します。この時プレートも効果的です。

探鳥会の記録は、会報を作って発表したり、学

校でしたら掲示板やコーナーを作って皆に知らせ

今後の参加者を募るのに利用したり、自然保護の

ための資料として発表するように努めましょう。

今まで述べてきたことは、私のささやかな験経

といくつかの参考書に頼りました。一読を薦める

本としては｢野生鳥類の保護｣[(側日本鳥類保護連

盟]｡烏を中心にあらゆる知識が解説きれています。

自然観察会の指導書としては､「自然観察指導員

ハンドブック｣[側日本自然保護協会］があります。

また｢自然観察指導の48手｣[側日本自然保護協会］

は、漫画でやさしく解説してあり、手ごろな入門

書で､す。いずれも「自然観察指導員養成講座」の

テキストとして作られたもので、この講座を受講

されることをも勧めします。このほか、目黒の自

然教育園でも専門家養成の生態学や自然保護の講

座が開かれています。

これらの本や情報は、自然保護団体に入会して

いると会報によって知ることができます。今後の

ことも考え、いくつかの団体に入会しておくこと

です。
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静岡県･愛烏校のつどい

夏休みは、各地で研修会や発表会が開催されて

います。特に、愛知ﾘ4、神奈川県、栃木県、I'i1岡

県では、II月に行われる「全国烏献保護実紘発表

大会」にむけて県大会が開かれました。

日本鳥顛保護連阻では、柳沢紀夫主管と松田道

生主査が術旗の依刺を受け静岡県主催の「愛烏校

のつどい」に参加しました。この愛烏校のつどい

は、毎年夏休みに1泊2日の予定で県下の少年I'I

然の家などで児童生徒や先生方を集め、講旗会、

発表会、映画、探鳥会、討論会（先生方のみ）巣

箱作')(子どもたちのみ)と豊富なプログラムにな

っており紙年100人に近い参加者があります。

また、このつどいは岬岡県と静|Ⅲ野鳥愛護協会

とが主催で、静岡県教育委員会の後援を得ていま

す。実施は、協会会長の渡辺研造さんをはじめ、

ボランティアで参加された協会幹部の方々のご努

力によって運営されています。

今年は、12回目をむかえ8月22LI、23日のIlll旧

熱海市立少年自然の家にて開催されました。

この少年自然の家は熱海から巾で1(1分くらいの

山の中腹にある姫の沢公園の一角にあり、熱榔の

市街地や相棋湾、初lｲｶが一望のもとに見わたせま

す。参加者は、浜松市立西部I'学校、静岡市立西

奈中学校、中川根'V学校、浜松Tt:立砂丘小学校、

川根町立川根小学校、｜前j中川根南部小学校、浦水

市立西河内小学校の､先生8名､生徒38名。このほ

か県から自然保護課長の森下友論さんら8名、v.,

会から7橘、県外から伊勢原市立商部屋小学校の

平田哩重先生を加え総勢64名にな'）ました。

プログラムは、22日11時に集合したのち、昼食

オリエンテーションにIjlき続いて実紙発表大会の

県予選です。発表は参加者がそれぞれ行い、砂丘

小学校が、県知事賞、西河内小学校が教育長賞、

中川根南部小学校か協会長賞をそれぞれ受賀しま

した。

県知半賞を受賞した砂丘小学校は、馬込川河口

寿ホームグラウンドとして定期的な観察を行って

いるほか、佐鳴湖でのテグス|n|収や給糾､実のなる

木の柚栽などはば広い活動が評価されました。ま

た、選外の川根小学校は、内容はたいへん立派だ

ったのですか昨年全国大会で林野庁長官賞を受賞

していることから、今回はみおくられました。

発表の後は、柳沢が小学生、松田が中学生を担

当し、具体的な愛鳥活動の方法について話をしま

した。夕食のあとは、映|川を3本みて枕寝は9時

30分。

23日は、5時起床で探烏会です。もう8月も下

ｲﾘですから烏も少なく天侯もくもりで､、きのう夜

遅〈まで騒いでいた子どもたちは、パテ気味でし

た。しかし、道端に咲くマツムシソウやワレモコ

ウに秋のおとずれを知りました。

tﾘl食のあとは世生と子供たちとわかれ先生はデ

ィスカッション、子どもたちは巣箱作りです｡ディ

スカッションでは、愛鳥活動を実際に行っていく

のにおいていろいろな障害になっている問題を取

りあげひとつひとつ解決のために知忠を出し合い

ました。中でも学校教育の中にいかにと')込むか

という基本的な問題と、傷病烏の救助方法と法律

sりな問題と具体的な活動まで隠話し合われました。

中でもこのつどいが､参加費がたったの1,200円

にもかかわらず罵数10名の参加者しか集まらないと

いう渡辺会便の提案は、学校のメインにくいこん

でいない愛鳥教育の弱さが、ここでも悩みとなっ

ていました。

この師岡の「愛鳥のつどい」は他の都道府県に

はない有意義な雌しといえるでしょう。こういっ

た雌しが各県に広がっていくことが、強く望まれ

ますし、このような地方で､の稜みさ重ねが、地元の

数fr委興会や+央で､は文部肯を、うながして、よ

り愛鳥教育の祈動がやりやすくなり、広まってい

くブJとなるで､しよう。

（松Ill道生）
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国会周辺に
巣箱架け･その後

本誌6月号（259号）でも紹介をしました“国

会周辺の巣箱架け”は、今年の3月7日、鳥類保

護議員懇話会（井出一太郎代表）と連盟とが中心

になり、東京都世田谷区の愛鳥モデル校の生徒約

40人が参加して行われました。巣箱は上記世田谷

区の愛鳥モデル校や青梅市立第4小学校、五日市

町立戸倉小学校から提供してもらいました。

当日巣箱架けが行われたのは、東京都千代田区、

尾崎記念館の南北両地区で、架設した総数は25個

でした。25個の内訳はシジュウカラ・スズメ用が

21個、ムクドリ用が4個です。自分たちで作り、

自分たちで架けた巣箱に果たして烏が入るかどう

か、生徒たちの期待と不安に満ちた顔が今でも昨

日のことのように思い出されます。

生徒たちだけでなく、当日参加された方々に期

待されて、烏が入らないのでは申しわけないと、

4月に2回利用状況を調査しました。その時は、

ひとつの巣箱が確実に利用されている、というこ

としかわからず、だったらほかの巣箱も…、とい

う程度でした。

鳥たちの繁殖も一段落した秋のはじめになって、

先の鳥類保護議員懇話会から、巣箱の利用状況を

調べてくれ、との依頼がありました。ちょうど、

連盟でも巣箱の清掃・補修を兼ねた調査をやろう

としていた矢先のことでした。

そこで9月29日に調査を実施しました。

唖Z.「
鮭

藤

表I巣箱の利用数および利用率

全体

(内訳）

シジュウカラ･スズメ用

ムクドリ月

架設数

25侭

2HI

4ｲﾛ

利用勇

20個

I6ffi

4ｲ個

利用率

80％

76尖

100%

巣箱の利用状況は表1の通りです。表をご覧いた

だければおわかりの通り、最終的な利用率は、何

と80％にも達していました。この数値から、国会

周辺は、人間と同様に鳥にとっても住宅難である

ことがわかります。また、さらに巣箱の数を増や

したり、ほかの場所に架設しても充分に利用され

ることが考えられます。ムクドリ用の巣箱も、利

用率が100％であることから考えても、数を増や

す必要があるとも考えられます。

ともかく、生徒たちの手作りの巣箱が、これだ

けの利用率で利用されていたということがわかり

関係者一同ホッと胸をなでおろしています。なお

当地の巣箱は、また来年も鳥たちに利用される．よ

う、清掃・補修をしました。

巣箱架けは是か非か、というような意見もある

ようです。しかし、ここでも書いたように、子ど
もたちが自分たちで作り、架けた巣箱に烏が入っ

てくれるかなぁ、という期待感を持ち、それが報

われた時のうれしさから自然に対する親しみや関

心が増す、ということもひとつの事実としてある

わけです。これからも、巣箱架けは自然保護への

第1歩、ということで進めていきたいと思います

皆さんのご理解とご協力を賜わりますようお願い
いたします。

編集後記

●10月発行予定だった11号が、いつのまにか文字通り

11(月)号になってしまいました。遅くなってしまった

ことをまずおわびしておきます。申し訳ございません‘

でした。今号は、渥美先生の5ページ、下田先生の7

ページとお二人ともとても読み応えのある報告をまと

めてくださいました。どうもご苦労さまでした。読者

の方の何かの参考になれば、と思います。また、連盟

松田の6ページの、いわばHOWTO・探鳥会は前

号の続編です。前号と合わせてお読みいただければ、

よりその内容が深くつかめると思います。そんなわけ

で今号は8ページ増を断行いたしました。かなえ書房

の皆さん、ご苦労さまでした。そして、皆さん会員の

方々のご意見．ご感想もお待ちしております｡(ムネ）

－30－
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